
 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度は新型コロナウイルス感染防止対策を講じた上で牛久市中学校総合体育大会が実施され，本

校からも多くの生徒たちが参加しました。昨年度と異なり，条件付きながら保護者の皆様にも参観し

ていただくことができました。勝ち負けや記録の善し悪しはあっても，試合後の生徒たちの表情から

はさわやかな満足感が感じられました。これまでそれぞれが限られた時間や条件の中でこつこつと取

り組んできた成果を十分に発揮できたことの表れだと思います。県南大会につながらなくても「来て

くれてありがとうございました」と挨拶に来てくれた生徒がいました。下根中学校の生徒たちは部活

動を通して人として大切なことをたくさん学んでいます。大会の様子を写真でご紹介します。 
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部活動を通して培う人間力！ ～ 牛久市中学校総合体育大会実施 



 

 

 

陸上競技部の生徒たちは６月２日（水）・３日（木）に開催された県南陸上競技大会に出場しまし

た。３年生にとっては最後のシーズンとなり，自己ベスト更新をかけた大切な大会でした。県標準記

録を突破した生徒，全体で８位以内に入賞した生徒は県通信陸上や県総体への参加資格を得ました。   

県大会にはつながらなくても，多くの生徒たちが自己ベストを更新して大会を終えました。本校の

経営の哲学のひとつである「卓越性」は，他との比較ではなく昨日までの自分を超えることを目指す

ことを意味します。陸上競技部の生徒たちは，日常の部活動での練習はもとより，各自が高い意識を

もって家庭や地域でも自分を高めるトレーニングを積むことで卓越性を極めてきました。 

 

「自己ベスト」という卓越性の追求 ～ 県南中学校陸上競技大会 


